
編 集 後 記

やせた 16号が予期してV}た通り(?わ不評(とくに卒菓生に)でしたので, 17号をどのようを形

で発行するか,教室会議で何回か討議が行われ,その結果いくつかの新しvlこころみがをされまし

たOまず卒業生の方に編集委員にをって頂き,種々有意義を意見を開陳して頂V}たほか,実務も担

当して頂きお蔭で大へんスムーズに仕事が進んだように思vlです. 退官の先生方の近況を頂いたこ

と,印刷所を変えたので行間がつまってコンパクトにそ り,かえって読み易く在ったこともその一

つです｡

お茶の水地理はあ(までも地理学教室の年報でありますが,同時にこの教室を巣立った人 の々心

のよりどころとも在 り,又研究その他の発表の場を提供してvlきたvlと思っておbます｡読者を増

やすことも重要を課題ですが,そのために内容の充実向上に努力する傍ら,買って頂 くための新 し

いや り方も考えています｡

お茶の水地理も回を重ねて 17号を出すわけですが,その歩みは決して平趣をものではなかった

し,これからもいろV,ろを努力と試みがをされて行 くことと思います. 御支援をお願いいたしず+.
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